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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第95期

第３四半期連結
累計期間

第96期
第３四半期連結

累計期間
第95期

会計期間
自2018年12月１日
至2019年８月31日

自2019年12月１日
至2020年８月31日

自2018年12月１日
至2019年11月30日

売上高 （千円） 5,046,868 5,030,113 6,729,824

経常利益 （千円） 202,555 210,405 186,692

親会社株主に帰属する四半期（当

期）純利益
（千円） 142,642 149,248 129,195

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 128,102 118,987 150,500

純資産額 （千円） 2,570,750 2,693,777 2,593,148

総資産額 （千円） 6,861,788 7,208,436 7,050,191

１株当たり四半期（当期）純利益

金額
（円） 148.78 155.69 134.76

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 36.20 36.05 35.42

 

回次
第95期

第３四半期連結
会計期間

第96期
第３四半期連結

会計期間

会計期間
自2019年６月１日
至2019年８月31日

自2020年６月１日
至2020年８月31日

１株当たり四半期純損失金額（△） （円） △15.15 △8.35

　　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載してお

りません。

 

２【事業の内容】

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

　また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生、又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等

のリスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において判断したものであります。

 

(1）経営成績の状況

当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、５月末に緊急事態宣言が解除されたことで経済活動の再開が

徐々に進みましたが、新型コロナウイルス感染症による影響は収束していないため、企業収益や個人消費が元の水

準まで回復するには長い期間を要することが予想されており、先行きを見通すのが困難な状況が続いております。

国内の農業を取り巻く環境に関しましては、７月には各地で豪雨による被害が発生し、ここ数年間に相次いで発

行した大型の貿易協定による輸入農産物の増加もあり、国内の農業を取り巻く厳しい状況は続いております。

このような状況のもと、当社グループは従来からの地域密着を基本に、水稲用殺虫剤「スクミノン」ならびに食

品由来物質を用いた「サンクリスタル乳剤」、「ハッパ乳剤」ならびに環境と樹木への負荷を軽減した樹幹注入剤

「ウッドスター」などの独自開発品に加え、総合防除による環境保全型農業への推進、森林や公園・ゴルフ場等の

緑化防除事業ならびに不快害虫防除薬剤の開発と防除事業などに注力するとともに受託生産にも努めて工場の操業

度向上を図ってまいりました。

これらの結果、当第３四半期連結累計期間の売上高は50億30百万円（前年同期比16百万円、0.3％減)となりまし

た。損益面では営業利益は1億72百万円（前年同期比11百万円、6.8％増）、経常利益は2億10百万円（前年同期比7

百万円、3.9％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は1億49百万円（前年同期比6百万円、4.6％増）となりま

した。

 

○セグメントの業績は次のとおりであります。

　当社グループの事業は単一セグメントでありますが、製品の用途別売上は以下のとおりとなりました。

殺虫剤は水稲用が増加し売上高は28億57百万円（前年同期比1億9百万円、4.0％増）、殺菌剤は園芸用が減少し

売上高は4億75百万円（前年同期比1億24百万円、20.8％減）、殺虫殺菌剤は園芸用が減少し売上高は3億3百万円

（前年同期比0百万円、0.1％減）、除草剤は園芸用が増加し売上高は6億69百万円（前年同期比10百万円、1.6％

増）、その他は園芸用が減少し売上高は3億30百万円（前年同期比38百万円、10.3％減）、農薬外その他は緑化用

が増加し売上高は3億93百万円（前年同期比25百万円、7.0％増）となりました。

 

(2）財政状態の分析

　当第３四半期連結会計期間末の総資産は72億8百万円で、前連結会計年度末に比べ1億58百万円の増加となりまし

た。これは主に信託受益権並びに商品及び製品の増加が売掛金の減少を上回ったことによるものであります。

　負債は45億14百万円で、前連結会計年度末に比べ57百万円の増加となりました。これは主に長期借入金の増加が

未払賞与の減少を上回ったことによるものであります。

　純資産は26億93百万円で、前連結会計年度末に比べ1億円の増加となりました。これは主に利益剰余金の増加に

よるものであります。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4）研究開発活動

当第３四半期連結累計期間における当社グループの研究開発活動の金額は、1億22百万円であります。

　なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

 

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 4,000,000

計 4,000,000

 

 

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数（株）
（2020年８月31日）

提出日現在発行数（株）
（2020年10月９日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 1,019,700 1,019,700 福岡証券取引所

権利内容に何ら限定のな

い当社における標準とな

る株式であり、単元株式

数は100株であります。

計 1,019,700 1,019,700 － －

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

①【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

②【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

（４）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総数
増減数（株）

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

2020年６月１日～

2020年８月31日
－ 1,019,700 － 664,500 － 295,451

 

 

（５）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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（６）【議決権の状況】

　　当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（2020年５月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

    2020年５月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式  － － －

議決権制限株式（自己株式等）  － － －

議決権制限株式（その他）  － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式 61,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式 948,700 9,487 －

単元未満株式 普通株式 10,000 － －

発行済株式総数  1,019,700 － －

総株主の議決権  － 9,487 －

　（注）「完全議決権株式（その他）」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が200株含まれております。また、「議

決権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数２個が含まれております。

 

②【自己株式等】

    2020年５月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合
（％）

サンケイ化学㈱ 鹿児島市南栄二丁目９番地 61,000 － 61,000 5.99

計 － 61,000 － 61,000 5.99

 

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（2007年内閣府令

第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間（2020年６月１日から2020

年８月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2019年12月１日から2020年８月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表について、監査法人かごしま会計プロフェッションによる四半期レビューを受けております。

 

EDINET提出書類

サンケイ化学株式会社(E01009)

四半期報告書

 6/14



１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2019年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2020年８月31日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,527,158 1,471,854

受取手形及び売掛金 1,615,764 1,506,934

信託受益権 590,921 812,532

商品及び製品 941,617 1,108,677

仕掛品 87,528 76,147

原材料及び貯蔵品 393,520 412,023

その他 70,451 17,024

貸倒引当金 △2,884 △691

流動資産合計 5,224,079 5,404,503

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 160,044 159,325

機械装置及び運搬具（純額） 166,597 164,558

土地 304,891 304,891

リース資産（純額） 62,332 54,574

その他（純額） 27,286 31,417

有形固定資産合計 721,152 714,766

無形固定資産   

ソフトウエア 7,972 6,393

その他 6,832 832

無形固定資産合計 14,804 7,225

投資その他の資産   

投資有価証券 939,821 917,134

繰延税金資産 63,646 76,153

その他 101,276 103,242

貸倒引当金 △14,588 △14,588

投資その他の資産合計 1,090,155 1,081,941

固定資産合計 1,826,112 1,803,933

資産合計 7,050,191 7,208,436
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度
(2019年11月30日)

当第３四半期連結会計期間
(2020年８月31日)

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 1,182,826 1,142,096

1年内返済予定の長期借入金 715,404 766,560

リース債務 20,169 20,158

未払法人税等 21,798 47,330

賞与引当金 13,392 55,671

販売促進引当金 109,491 81,873

未払賞与 90,951 －

その他 326,053 278,302

流動負債合計 2,480,087 2,391,992

固定負債   

長期借入金 1,296,985 1,432,237

リース債務 47,301 39,036

退職給付に係る負債 345,812 354,747

役員退職慰労引当金 62,300 66,800

長期預り保証金 224,556 229,845

固定負債合計 1,976,955 2,122,666

負債合計 4,457,043 4,514,659

純資産の部   

株主資本   

資本金 664,500 664,500

資本剰余金 296,712 296,712

利益剰余金 1,381,334 1,513,328

自己株式 △67,642 △67,651

株主資本合計 2,274,904 2,406,888

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 222,177 191,603

その他の包括利益累計額合計 222,177 191,603

非支配株主持分 96,066 95,285

純資産合計 2,593,148 2,693,777

負債純資産合計 7,050,191 7,208,436
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（２）【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2018年12月１日
　至　2019年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2019年12月１日
　至　2020年８月31日)

売上高 5,046,868 5,030,113

売上原価 3,790,274 3,792,953

売上総利益 1,256,594 1,237,159

販売費及び一般管理費 1,094,794 1,064,308

営業利益 161,799 172,850

営業外収益   

受取利息及び配当金 10,945 9,884

受取賃貸料 2,278 2,272

受取保険金 2,278 1,834

倉庫保管料 4,339 5,881

持分法による投資利益 21,993 22,529

その他 8,417 5,840

営業外収益合計 50,252 48,242

営業外費用   

支払利息 9,439 9,698

移設撤去費用 － 810

その他 57 179

営業外費用合計 9,497 10,687

経常利益 202,555 210,405

特別利益   

受取補償金 650 －

特別利益合計 650 －

特別損失   

固定資産除却損 2,469 97

投資有価証券評価損 － 1,050

ゴルフ会員権評価損 － 245

特別損失合計 2,469 1,392

税金等調整前四半期純利益 200,735 209,013

法人税等 57,474 59,151

四半期純利益 143,260 149,861

非支配株主に帰属する四半期純利益 618 613

親会社株主に帰属する四半期純利益 142,642 149,248
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第３四半期連結累計期間

(自　2018年12月１日
　至　2019年８月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2019年12月１日
　至　2020年８月31日)

四半期純利益 143,260 149,861

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △11,632 △29,067

持分法適用会社に対する持分相当額 △3,526 △1,806

その他の包括利益合計 △15,158 △30,874

四半期包括利益 128,102 118,987

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 127,557 118,674

非支配株主に係る四半期包括利益 544 312
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（税金費用の計算方法の変更）

従来、当社及び連結子会社の税金費用につきましては、年度決算と同様の方法により計算しておりましたが、四

半期決算業務の一層の効率化を図るため、第１四半期連結会計期間より連結会計年度の税引前当期純利益に対する

税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法に

変更しております。

なお、この変更による影響は軽微であるため、遡及適用は行っておりません。また、法人税等調整額は、「法人

税等」に含めて表示しております。

 

 

（四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理）

（税金費用の計算）

税金費用につきましては、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会

計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算しております。

 

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は次のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自 2018年12月１日
至 2019年８月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自 2019年12月１日
至 2020年８月31日）

減価償却費 67,085千円 81,458千円

 

 

（株主資本等関係）

Ⅰ　前第３四半期連結累計期間（自　2018年12月１日　至　2019年８月31日）

１．配当に関する事項

 配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2019年２月21日

定時株主総会
普通株式 19,175 20.00 2018年11月30日 2019年２月22日 利益剰余金

 

 

２．株主資本の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。

 

Ⅱ　当第３四半期連結累計期間（自　2019年12月１日　至　2020年８月31日）

１．配当に関する事項

 配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額
（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

2020年２月20日

定時株主総会
普通株式 17,255 18.00 2019年11月30日 2020年２月21日 利益剰余金

 

 

２．株主資本の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間（自　2018年12月１日　至　2019年８月31日）及び当第３四半期連結累計期間

（自　2019年12月１日　至　2020年８月31日）

　当社グループは農薬の製造販売、ならびに農薬に関連した防除作業を事業内容としており、事業区分が単一

セグメントのため記載しておりません。

 

（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　2018年12月１日
至　2019年８月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　2019年12月１日
至　2020年８月31日）

１株当たり四半期純利益金額 148円78銭 155円69銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

（千円）
142,642 149,248

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純

利益金額（千円）
142,642 149,248

普通株式の期中平均株式数（株） 958,687 958,607

　（注）　潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

 

２【その他】

該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

2020年10月８日

サンケイ化学株式会社

取締役会　御中

 

監査法人　かごしま会計プロフェッション

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 西　　　洋一　　印

 

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 山之内　茂嗣　　印

 

 

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているサンケイ化学株

式会社の2019年12月１日から2020年11月30日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2020年６月１日から2020年

８月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2019年12月１日から2020年８月31日まで）に係る四半期連結財務諸表、す

なわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを

行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、サンケイ化学株式会社及び連結子会社の2020年８月31日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重

要な点において認められなかった。

 

利害関係

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以　上

 

　（注）１　上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

 ２　XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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